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(57)【要約】
【課題】内視鏡の挿入部先端内に配置された被駆動部材
を使用者の意に沿ってレスポンスよく直接スライド駆動
することができ、挿入部先端を小型化して内視鏡として
の優れた機能を確保することもできる内視鏡の先端内蔵
アクチュエータを提供すること。
【解決手段】圧電素子から付与される高周波振動により
駆動されて軸線周りに回転しながら軸線方向に移動する
ねじ棒１３の外周に、出力部材１２，１４が軸線周りに
回転自在に嵌合し、その出力部材１２，１４がねじ棒１
３に対して軸線方向に移動するのを規制するためのスラ
スト押さえ部材１５と、出力部材１２，１４が軸線周り
に回転するのを規制して出力部材１２，１４を軸線方向
のみにスライド自在に案内する軸線方向案内部材１６と
が設けられている。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部先端内に配置されて、上記挿入部先端に設けられている被駆動部材をス
ライド駆動するための内視鏡の先端内蔵アクチュエータであって、
　雌ねじ孔が形成されたナット状部材に高周波振動を付与するための複数の圧電素子が上
記ナット状部材の外周面に密着配置されて、
　上記圧電素子から付与される高周波振動により駆動されて軸線周りに回転しながら軸線
方向に移動するねじ棒が上記ナット状部材の雌ねじ孔に螺合して設けられ、
　上記駆動ユニットから離れた位置において軸線周りに回転自在に上記ねじ棒の外周に嵌
合する出力部材と、
　上記出力部材が上記ねじ棒に対して軸線方向に移動するのを規制するためのスラスト押
さえ部材と、
　上記出力部材が軸線周りに回転するのを規制して上記出力部材を軸線方向のみにスライ
ド自在に案内する軸線方向案内部材、
　とが設けられていることを特徴とする内視鏡の先端内蔵アクチュエータ。
【請求項２】
　上記出力部材が、上記ねじ棒の外周に緩く被嵌された貫通孔を有する部材である請求項
１記載の内視鏡の先端内蔵アクチュエータ。
【請求項３】
　上記軸線方向案内部材が軸線と平行方向に真っ直ぐな案内溝を備えた筒状部材である請
求項１又は２記載の内視鏡の先端内蔵アクチュエータ。
【請求項４】
　上記出力部材が、上記案内溝を通って上記軸線方向案内部材の内側から上記軸線方向案
内部材の外側に突出する出力ピンを備えている請求項３記載の内視鏡の先端内蔵アクチュ
エータ。
【請求項５】
　上記出力部材に、上記スラスト押さえ部材に対して軸線周りに回転自在に嵌合する嵌合
部が形成されている請求項１ないし４のいずれかの項に記載の内視鏡の先端内蔵アクチュ
エータ。
【請求項６】
　上記スラスト押さえ部材が、上記ねじ棒に螺合固定されたナットである請求項１ないし
５のいずれかの項に記載の内視鏡の先端内蔵アクチュエータ。
【請求項７】
　上記スラスト押さえ部材が、上記出力部材を軸線方向に弾力的に押圧するスプリングを
含んでいる請求項１ないし５のいずれかの項に記載の内視鏡の先端内蔵アクチュエータ。
【請求項８】
　上記軸線方向案内部材の端部が、上記ナット状部材に固定されている請求項１ないし６
のいずれかの項に記載の内視鏡の先端内蔵アクチュエータ。
【請求項９】
　上記軸線方向案内部材がキャップ状に形成されて、その開放端側が上記ナット状部材に
固定されている請求項８記載の内視鏡の先端内蔵アクチュエータ。
【請求項１０】
　上記ナット状部材が、上記内視鏡の挿入部先端に設けられている先端部本体に固定され
ている請求項１ないし１０のいずれかの項に記載の内視鏡の先端内蔵アクチュエータ。
【請求項１１】
　上記被駆動部材が上記内視鏡の対物光学系の鏡筒であり、上記鏡筒の可動部が上記出力
部材で軸線方向にスライド駆動されることにより上記対物光学系のピント調整が行われる
請求項１ないし１０のいずれかの項に記載の内視鏡の先端内蔵アクチュエータ。
【請求項１２】
　上記被駆動部材が上記内視鏡の対物光学系の鏡筒であり、上記鏡筒の可動部が上記出力
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部材で軸線方向にスライド駆動されることにより上記対物光学系の焦点距離調整が行われ
る請求項１ないし１０のいずれかの項に記載の内視鏡の先端内蔵アクチュエータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡の挿入部先端内に配置されて、挿入部先端に設けられている被駆動
部材をスライド駆動するための内視鏡の先端内蔵アクチュエータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の挿入部先端に配置された対物光学系は、レンズが固定的に配置されたものが多
いが、一部又は全部のレンズを軸線方向に可動に構成して、ピント調整や焦点距離調整（
ズーム）を可能とした高機能のものも少なくない。
【０００３】
　そのような可動の対物光学系を駆動するために、多くの内視鏡では、挿入部の基端に連
結された操作部に駆動モータや手動操作レバー等を配置して、挿入部内に全長にわたって
配置された操作ワイヤを介して対物光学系を軸線方向に駆動している。
【０００４】
　しかし、直径が０．６～０．８ｍｍ程度で長さが１ｍ程度になる操作ワイヤを介した駆
動では、操作ワイヤに生じる撓みや捩じれ等により先端側において作動遅れが発生し、操
作に対するレスポンスが悪くて使用者の意に沿った動作が行われない場合が少なくない。
そこで、内視鏡の挿入部先端内に配置した超小型モータで対物光学系を駆動するようにし
たものもある（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－５２４５５　図３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　内視鏡の挿入部先端内に超小型モータを配置すると、モータから出力される回転運動を
挿入部先端内で直線運動に変換する機構が必要である。しかし、内視鏡検査を受ける人の
苦痛を小さくするために細径化が進んでいる内視鏡の挿入部先端内に、そのようなモータ
と運動変換機構とを併設するのは極めて困難を伴い、挿入部先端の太径化（それによる被
検者の苦痛増大）、或いは挿入部先端内の他の部材の小型化による機能低下等の不利益が
生じていた。
【０００７】
　本発明は、内視鏡の挿入部先端内に配置された被駆動部材を使用者の意に沿ってレスポ
ンスよく直接スライド駆動することができ、挿入部先端を小型化して内視鏡としての優れ
た機能を確保することもできる内視鏡の先端内蔵アクチュエータを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の先端内蔵アクチュエータは、内視鏡の挿
入部先端内に配置されて、挿入部先端に設けられている被駆動部材をスライド駆動するた
めの内視鏡の先端内蔵アクチュエータであって、雌ねじ孔が形成されたナット状部材に高
周波振動を付与するための複数の圧電素子がナット状部材の外周面に密着配置されて、圧
電素子から付与される高周波振動により駆動されて軸線周りに回転しながら軸線方向に移
動するねじ棒がナット状部材の雌ねじ孔に螺合して設けられ、駆動ユニットから離れた位
置において軸線周りに回転自在にねじ棒の外周に嵌合する出力部材と、出力部材がねじ棒
に対して軸線方向に移動するのを規制するためのスラスト押さえ部材と、出力部材が軸線
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周りに回転するのを規制して出力部材を軸線方向のみにスライド自在に案内する軸線方向
案内部材、とが設けられているものである。
【０００９】
　なお、出力部材が、ねじ棒の外周に緩く被嵌された貫通孔を有する部材であってもよく
、軸線方向案内部材が軸線と平行方向に真っ直ぐな案内溝を備えた筒状部材であってもよ
い。そして、出力部材が、案内溝を通って軸線方向案内部材の内側から軸線方向案内部材
の外側に突出する出力ピンを備えていてもよい。
【００１０】
　また、出力部材に、スラスト押さえ部材に対して軸線周りに回転自在に嵌合する嵌合部
が形成されていてもよく、スラスト押さえ部材が、ねじ棒に螺合固定されたナットであっ
てもよい。
【００１１】
　また、スラスト押さえ部材が、出力部材を軸線方向に弾力的に押圧するスプリングを含
んでいてもよく、軸線方向案内部材の端部が、ナット状部材に固定されていてもよく、軸
線方向案内部材がキャップ状に形成されて、その開放端側がナット状部材に固定されてい
てもよい。また、ナット状部材が、内視鏡の挿入部先端に設けられている先端部本体に固
定されていてもよい。
【００１２】
　なお、被駆動部材が内視鏡の対物光学系の鏡筒であり、鏡筒の可動部が出力部材で軸線
方向にスライド駆動されることにより、対物光学系のピント調整が行われるものであって
もよく、或いは対物光学系の焦点距離調整が行われるものであってもよい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、圧電素子から付与される高周波振動により駆動されて軸線周りに回転
しながら軸線方向に移動するねじ棒の外周に、出力部材が軸線周りに回転自在に嵌合し、
その出力部材がねじ棒に対して軸線方向に移動するのを規制するためのスラスト押さえ部
材と、出力部材が軸線周りに回転するのを規制して出力部材を軸線方向のみにスライド自
在に案内する軸線方向案内部材とが設けられていることにより、内視鏡の挿入部先端内に
配置された被駆動部材を使用者の意に沿ってレスポンスよく直接スライド駆動することが
でき、挿入部先端を小型化して内視鏡としての優れた機能を確保することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施例に係る内視鏡の先端内蔵アクチュエータの側面断面図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施例に係る内視鏡の挿入部先端の透視図である。
【図３】本発明の第１の実施例に係る内視鏡の先端内蔵アクチュエータの斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施例に係る内視鏡の先端内蔵アクチュエータの分解斜視図であ
る。
【図５】本発明の第１の実施例に係る内視鏡の先端内蔵アクチュエータの回路図である。
【図６】本発明の第２の実施例に係る内視鏡の先端内蔵アクチュエータの側面断面図であ
る。
【図７】本発明の第３の実施例に係る内視鏡の先端内蔵アクチュエータの側面断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は内視鏡の挿入部先端を示しており、可撓性の挿入部１の先端に設けられたブロッ
ク体である先端部本体２の先端面に、観察窓３や照明窓４等が配置されている。
【００１６】
　観察窓３の内側には対物光学系を保持する対物鏡筒５が配置され、観察窓３を通してそ
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の対物光学系により投影される被写体の投影像が撮像装置６の撮像面６ａに投影されて、
図示されていない外部モニタに内視鏡観察像として表示される。
【００１７】
　対物鏡筒５は、その全部又は一部が軸線方向に可動に構成されていて、対物光学系の全
部又は一部を軸線（即ち、光軸）方向にスライド駆動することにより、対物光学系のピン
ト調整を行うことができる。したがって、対物光学系の絞り値を小さく設定して明るい観
察像を得たり、近接拡大観察等を行うことができる。
【００１８】
　また、対物光学系の一部を軸線方向にスライド駆動することにより、対物光学系の焦点
距離調整（ズーム）が行われるようにしたものであってもよい。ズーム光学系を用いれば
、被写体に近接することなく良好な照明状態で拡大観察等を行うことができる。
【００１９】
　挿入部１内には、被駆動部材である対物鏡筒５の可動部を軸線方向に駆動するためのア
クチュエータ１０が、先端部本体２の後端部付近に取り付けられている。アクチュエータ
１０は、駆動ユニット１１で発生する駆動力で出力ピン１２をスライドさせ、その出力ピ
ン１２の動作で被駆動部材を直接スライド駆動することができる。
【００２０】
　図１はそのようなアクチュエータ１０の側面断面図、図３は斜視図、図４は分解斜視図
である。駆動ユニット１１は、軸線位置に雌ねじ孔１１２が貫通形成された細長い直方体
状のナット状部材１１１の外周面に密着して、複数の圧電素子１１３を配して構成されて
いる。圧電素子１１３の数はここでは４個であるが、２個、８個或いはその他の個数であ
っても差し支えない。
【００２１】
　ナット状部材１１１の雌ねじ孔１１２には、雌ねじ孔１１２より長くて雌ねじ孔１１２
の両側に突出する細長いねじ棒１３が螺動自在に螺合して配置されている。したがって、
ねじ棒１３は回転力が付与されると回転しながら軸線方向に移動する。
【００２２】
　各圧電素子１１３には、回路図である図５に示されるように、表裏両面が駆動回路に電
気的に接続されていて、あい対向する位置の二つの圧電素子１１３とそれに対して９０°
偏向して配置されている二つの圧電素子１１３とに位相をずらして駆動電力が印加され、
それによって発生する高周波振動（ここでは、超音波レベルの振動）で、ねじ棒１３が軸
線周りに回転駆動される。なお、そのような装置の原理は、例えば特表２００７－５０５
５９９等により公知なので、その詳細な説明は省略する。
【００２３】
　図１等に戻って、出力ピン１２は、駆動ユニット１１から離れた位置において軸線周り
に回転自在にねじ棒１３の外面に嵌合する短い円環状の出力環１４に、そこから直角に側
方に突出する状態に固着されている。
【００２４】
　図４に示されるように、出力環１４には、ねじ棒１３の外周に緩く被嵌される貫通孔に
対して直角に、出力ピン１２をきつく嵌め込むためのピン取付け孔１４ａが穿設されてお
り、出力ピン１２と出力環１４とでアクチュエータ１０の出力部材が形成されている。
【００２５】
　そして、ねじ棒１３には、出力環１４をゆるく挟んでその前後両側にスラスト押さえナ
ット１５（スラスト押さえ部材）が螺合していて、ねじ棒１３のその位置に接着剤等で動
かないように固定されている。
【００２６】
　その結果、出力部材１２，１４は、二つのスラスト押さえナット１５によりねじ棒１３
に対し軸線方向に移動できないように規制されていて、ねじ棒１３に対し軸線周り方向に
は常に回転自在であるが、軸線方向にはねじ棒１３と共に移動する。
【００２７】
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　１６は、出力ピン１２を案内する案内溝１７が軸線方向に真っ直ぐに形成された筒状（
より具体的には、先端が閉じたキャップ状）の案内ケースであり、駆動ユニット１１に対
し出力部材１２，１４等が配されている側でねじ棒１３全体を囲んでいる。
【００２８】
　案内ケース１６の開放端側は駆動ユニット１１のナット状部材１１１に接着剤等で固定
されている。Ａがその固定部である。そして、出力ピン１２が案内溝１７を通って案内ケ
ース１６の内側から案内ケース１６の外側に突出していることにより、出力部材１２，１
４は、軸線周りに回転するのが規制され、案内溝１７に沿って軸線方向のみにスライド自
在に案内される。このように、案内溝１７が形成された案内ケース１６が、出力部材１２
，１４の軸線方向案内部材になっている。
【００２９】
　このように構成されたアクチュエータ１０は、圧電素子１１３に駆動電力が印加され、
それによって発生する高周波振動でねじ棒１３が軸線周り方向に回転駆動されると、ねじ
棒１３が軸線周り方向に回転しながら軸線方向に移動し、それと共に出力ピン１２が案内
溝１７に沿ってスライド移動し、被駆動部材である対物鏡筒５が出力ピン１２によりスラ
イド方向に直接駆動される。
【００３０】
　したがって、被駆動部材を動作遅れなく使用者の意に沿ってレスポンスよくスライド駆
動することができ、しかもねじ棒１３が回転しながら軸線方向にも移動してスライド動作
を直接出力することができる機構なので、アクチュエータ１０を容易に小型に構成するこ
とができ、挿入部先端を小型化して内視鏡としての優れた機能を確保することができる。
【００３１】
　図６は、本発明の第２の実施例のアクチュエータ１０を示しており、出力環１４が駆動
ユニット１１に近づく方向にフリーに移動しないように出力環１４のスラスト方向移動を
規制するスラスト押さえ部材として、出力環１４を軸線方向に弾力的に押圧する圧縮コイ
ルスプリング１５０を用いたものである。
【００３２】
　他方のスラスト押さえ部材は、前述の第１の実施例と同様のスラスト押さえナット１５
である。このように構成することにより、出力ピン１２のガタつき等を完全に除去するこ
とができる。
【００３３】
　圧縮コイルスプリング１５０は、出力環１４とナット状部材１１１との間に挟まれた状
態に配置されている。なお、それとは逆に、出力環１４より先側（図において左側）のス
ラスト押さえ部材としてスプリングを用いることもできるが、その場合はスプリング受け
となる部材をねじ棒１３の先端側に取り付ける必要がある。
【００３４】
　図７は、本発明の第３の実施例のアクチュエータ１０を示しており、出力環１４に、ス
ラスト押さえナット１５に対して軸線周りに回転自在に嵌合する嵌合部Ｂが形成されてい
るものである。このように構成することにより、出力ピン１２の傾きやガタ等が減少して
、被駆動部材をより正確に駆動することができる。
【００３５】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば被駆動部材として対物鏡
筒５以外の処置具起上台等を対象とすることもできる。
【符号の説明】
【００３６】
　１　挿入部
　２　先端部本体
　５　対物鏡筒（被駆動部材）
　１０　アクチュエータ
　１１　駆動ユニット
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　１２　出力ピン（出力部材）
　１３　ねじ棒
　１４　出力環（出力部材）
　１５　スラスト押さえナット（スラスト押さえ部材）
　１６　案内ケース（軸線方向案内部材）
　１７　案内溝（軸線方向案内部材）
　１１１　ナット状部材
　１１２　雌ねじ孔
　１１３　圧電素子
　１５０　圧縮コイルスプリング（スラスト押さえ部材）
　Ａ　固定部
　Ｂ　嵌合部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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